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手話でもっと話そう手話でもっと話そう
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会長年頭挨拶

令和 6 年能登半島地震義援金募集のご案内
令和６年1月1日に発生した能登半島地震により、被災さ
れた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
浅口市社会福祉協議会では、本所・金光寄島各支所に募
金箱を設置し、義援金を募集しています。お寄せいただい
た義援金は、日本赤十字社を通じて全額を被災された方々
へお届けします。
皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
穏
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年

中
は
浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
が
世
界
一
の
超
高
齢
化
社

会
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
２
０
２
０
年
時
点
の
65
歳

以
上
の
高
齢
人
口
は
約
３
６
０
０
万
人
で

す
。
一
方
で
未
婚
・
離
別
死
別
を
合
わ
せ

た
全
独
身
人
口
を
見
る
と
約
４
９
３
０
万

人
。
つ
ま
り
日
本
は
、
高
齢
人
口
よ
り
独

身
人
口
が
多
い
超
独
身
社
会
（
超
ソ
ロ
社

会
）
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て

２
０
４
０
年
に
は
、
独
身
者
が
47
％
と
全

世
帯
の
約
半
数
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
独
身
研
究
家
の
荒
川
和
久
氏
は
、

も
し
か
す
る
と
配
偶
者
が
い
て
家
族
を
持

つ
期
間
は
、
長
い
人
生
か
ら
見
る
と
短
く
、

高
齢
に
な
っ
て
一
人
で
暮
ら
す
期
間
の
方

が
長
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら「
ソ

ロ
で
あ
る
こ
と
」
を
問
題
視
す
る
の
で
は

な
く
、
ひ
と
り
で
生
き
て
い
て
も
、「
私

は
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
言
え
る

こ
と
が
大
切
だ
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

浅
口
市
社
協
の
事
業
と
の
関
連
で
い
え

ば
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
や
「
地
区
社
協
」

の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
前
述
の
荒
川

氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
地
域
で
の
交
流
と

ふ
れ
あ
い
の
機
会
に
よ
り
、「
社
会
と
つ

な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
安
心
感
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
「
集
う
こ
と
」
に
慎
重
な
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
に
よ

り
失
わ
れ
た
地
域
の
つ
な
が
り
を
再
構
築

す
る
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、「
生
活

支
援
事
業
」
の
実
施
・
開
発
が
あ
り
ま
す
。

軽
微
な
生
活
上
の
お
手
伝
い
は
、
専
門
職

や
介
護
保
険
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、

ご
近
所
パ
ワ
ー
で
対
応
す
る
こ
と
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
み
ん
な
で

支
え
合
い
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
が
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
が
、
ゴ
ミ
出
し
や
買
い
物

な
ど
は
地
域
住
民
で
解
決
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
し
、
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
や
障
が
い
に
よ
り
諸

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
金
銭
管
理
が
困
難
で

親
族
関
係
の
薄
い
方
に
対
し
て
は
、「
法
人

後
見
事
業
」や「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」

を
的
確
に
活
用
し
、
地
域
で
孤
立
し
が
ち

な
世
帯
ま
た
は
個
人
の
社
会
参
加
と
意
思

決
定
を
支
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
制
度

ご
と
の
「
縦
割
り
」
や
「
支
え
る
・
支
え

ら
れ
る
」の
関
係
で
は
な
く
、
住
民
や
地

域
の
多
様
な
機
関
・
団
体
な
ど
が
参
画
し
、

世
代
や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
で

市
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が

い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
ゆ
く
こ
と
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
格
段
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

会 

長　

山
下 

隆
志

会
長
年
頭
挨
拶
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福祉委員

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

新車販売、中古車販売・買取り、鈑金・塗装、車検・修理、自動車保険

■営業時間 /AM9:00～PM6:00

愛車のことなら何でも
お任せください !!
愛車のことなら何でも
お任せください !!
民間車検工場

オートプロデュース・ブロス
安心と信頼のカーサポート！

〒719-0231 浅口市鴨方町小坂西 3700-2

有限会社 ブロス

TEL (0865)44-1239
LINE ID: bros3700
E-mail : bros1239.n@gmail .com浅口市鴨方町鴨方1647-1（コープ鴨方すぐ横）

TEL･FAX：0865-45-8092ご注文は！！

営業時間  11：00～14：00  17：30～24：00

慶事・法事・行楽の
お弁当やオードブル

居酒屋メニュー・鶏鍋・鴨鍋・モツ鍋などお持ち帰りできます。

ご注文承ります！
ご注文承ります！

福祉委員は、独居高齢者等への見守り声かけを実施しています
鴨　方　ハートフル 福 祉 員
寄　島　はまかぜサポーター
金　光　いきいき金光サポーター

3月末で任期
満了です

－各地区で推薦をお願いします－※再任は妨げません

❶見守り・声かけの活動
　�独居高齢者や高齢者世帯、その他民生委
員や福祉委員が見守りが必要だと判断した
方への声掛け・見守りを行っています。

　※�年に一度、見守り対象者にバースデイ訪問も
行っています。

❷「いのちのバトン」の設置・点検
　�75 歳以上の高齢者世帯（一人暮らしを含
む）及び障がい者世帯、その他バトンの
必要がある人に「いのちのバトン」を設
置しています。

　※�いのちのバトンとは、連絡してほしい人や持病や
普段飲んでる薬を記入したカードを冷蔵庫に保
管しておくことにより、緊急時（救急車を呼んだ
時）に、救急隊員の救助がスムーズに行えるよ
うになるものです。いのちのバトンの設置・点
検を民生委員とともに、定期的に行っています。

❸ふれあいサロンへの参加
　�地域で開催されている「ふれあいサロン」
に積極的に参加します。

❹掲示板へのかわら版の掲示
　�地域の福祉掲示板を管理し、社協から定期
的に送られる「かわら版」やポスター、ご案
内を掲示しています。

❺研修会等への参加
　�福祉に関する諸制度の研修会等に参加し、
福祉委員の研さんを図ります。

　�また、民生児童委員との交流会等を開催し、
地域の諸課題について共通の認識を持つよ
うにします。さらに、行政機関とも定期的
な連携の場をセットし、日常のネットワー
ク活動が図れるようにします。

福祉委員の業務と役割 －地域福祉のキーパーソン－

地域における住民の福祉活動の推進役として福祉委員の設置を推進しています。おおむ
ね 50 世帯に１人の割合で選任をお願いし、地区・町内会の推薦をいただき社協会長が
委嘱するものです。日常生活圏内でのきめ細やかな見守り・たすけあい活動を展開する
ための地域福祉のキーパーソンです。
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手話でもっと話そう

手話で 話そ う
「浅口市手話言語条例制定から５年」

特 集
もっと

　浅口市で手話を言語として位置づけた「浅口市手話言語条例」が施行されて
今年４月で丸５年を迎えます。手話が日常的に使え、ろう者とろう者以外の者が
共生できる地域社会を目指して制定された条例ですが、この５年間で手話を取り
巻く環境はどう変わったのでしょうか。

　2013年に全国で初めて、鳥取県で手話言
語条例が制定され、浅口市では2019年4月1
日に「浅口市手話言語条例」が施行されまし
た。現在、全国506の自治体に広がり、岡山
県内では、県と21市町村で制定されていま
す。（2019年当時 全国の自治体268　岡山
県内8市町）

◎５年間の動き

①手話奉仕員養成講座（浅口市社協受託事業）
聴覚障がい者の生活や福祉制度の理解と認識を深め、手話で日常会話を行うための基本的な技術の習得を
目指す講座です。あいさつや自己紹介から始まる入門編と、日常会話で必要な語いや表現技術を習得する
基礎編とを行っています。（入門編 全20回　基礎編 全24回）

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
参加者数 基　10名 中止 入　８名 基　６名 入　４名

※入：入門編　基：基礎編

②ステップアップ講座（浅口市社協受託事業）
①の２つの養成講座を修了した方を対象に、さらなる
レベルアップを目指して行う講座で、2023年度から
始まりました。
手話の基本文法の理解や手話表現と読み取り、コミュ
ニケーション力の向上などを目的に行われ、6名の方
が受講されました。（全18回講座）
③広報紙

浅口市の広報誌「広報あさくち」での「手話をやって
みよう！」と浅口市社協の広報誌「福祉あさくち」で
の「Let,ｓ手話」とで、手話を紹介しています。

④その他
　浅口市の公民館講座でも手話講座が行われています。

手話言語条例の広がり

手話講座
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手話言語条例制定から５年を迎えて

　浅口市社協が市内の小・中・高校で行う福祉学習「出前福祉講
座」で手話を学習しています。手話サークル「青い鳥」のご協力に
より、手話での簡単なあいさつや自己紹介、手話以外のコミュニ
ケーション方法も学び、聴覚障がいの理解と、伝えようとする気持
ちの大切さを学んでいます。（2022年度　６校312名受講）

　浅口市役所に専任手話通訳者が配置されています。外出や通院、各種手続き等に同行し、円滑にコミュニ
ケーションが図れるよう手話での通訳を行っています。聴覚障がい者の方にとって大変頼れる存在です。

　聴覚障がい者と健聴者が集い、手話でのコミュニケーションを楽しまれています。手話を身近に感じられ
る空間です。興味のある方はぜひご参加下さい。

出前福祉講座（学校での取り組み）

浅口手話サークル「青い鳥」

専任手話通訳者

備南聴覚障がい者協会　会長　中務雅裕さん　
　手話言語条例の制定から 5 年。早いですね。社協や市役所の職員の方々が手話で挨拶をしてくだ
さるなどの努力が感じられ、制定前と比べて雰囲気が良くなりました。また、ステップアップ講座
が新たに開講されましたが、市内には手話通訳者がたった 1 人しかいません。これから手話通訳が
できる方がもっと増えていくことを期待しています。そして、市民の方々にも手話に興味をもって
いただき、私たちろう者も暮らしやすい浅口市になることを期待しています。

浅口手話サークル青い鳥　会長　西山慶治さん　
　条例制定前と比べ、学校からの出前手話講座の依頼が増え、理解を深めてもらえています。今後
は学校だけでなく、広く出前講座の依頼が来ることを期待します。手話サークルでも聴覚障がい者
の方々の手話に触れることができますので、お気軽にご参加ください。今後も言語としての「手話」
への理解を広め、すべての人が住みやすい社会になるよう、啓発活動を続けていきます。

浅口市専任手話通訳者　小野雅代さん　
　手話言語条例が制定され、市としては、広報紙への「手話をやってみよう！」の連載、市職員へ
の朝礼での手話学習、市長会見や施政報告等に手話通訳と字幕をつけるなどの取組みを実施してき
ました。今後も、ろう者に対する理解促進と手話普及の取組みを継続し、微力ながら、みなさまが
思いやりをもって支え合えるまちづくりの一助を担っていきたいと思います。

　手話体験をして　～出前福祉講座の感想より～　
・私は、手話は指の動きで表す言葉だと学びました。その時に表情も変わると知り、手話にも気持ち

がこもっていることがよくわかりました。
・ぼくが手話で大切だと思ったのは、気持ちを伝えようと思う事、そして相手を理解しようとする事

の 2 つです。いつもの生活でもこの２つを意識しようと思いました。

手話言語条例制定から５年を迎えて
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SCがゆく

鴨方

生活支援コーディネーターは「ささえあい」の地域づくりをお手伝いする専門職ですSCがゆく
生活支援コーディネーター

12

　高齢化が進むなか地域の皆さんが助け合い、さまざまな機関
と連携しながら、日常生活を支える体制を整備することが大切に
なっています。
　浅口市社会福祉協議会では、旧町単位に職員を配置し、地域
の皆さんと一緒になって地域の困りごとを解決するお手伝いをさ
せていただきます。

防
災
対
策
と
し
て
集
い
の
場
の
重
要
な
役
割
に
つ
い
て

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

亀
川
二
久

第
１
次
避
難
場
所
の

「
池
の
平
団
地
公
会
堂
」の
表
示

八
田
原
ダ
ム
の
見
学

　

個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
に

な
り
、
地
域
で
の
連
帯
感
も
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
サ
ロ
ン
等
の
集
い
の
場
の
活

動
も
コ
ロ
ナ
禍
で
3
年
以
上
自
粛
さ
れ
て

い
た
事
も
あ
り
再
開
等
検
討
中
の
所
も
ま

だ
多
い
状
況
で
す
。

　

自
然
災
害
が
世
界
各
地
で
毎
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
防
災

対
策
は
急
務
に
な
り
、
自
分
自
身
や
家
族

で
備
え
る
「
自
助
」・
地
域
で
助
け
合
う

「
共
助
」・
行
政
が
行
う
「
公
助
」
の
連
携

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
に
暮
ら

す
人
た
ち
が
お
互
い
に
助
け
合
う「
共
助
」

は
日
頃
集
い
の
場
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
な
い
と
効
率
良
く
行

動
が
取
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
集
い
の

場
を
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
団
地
地
域
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
み
ど
り
ヶ
丘
緑
寿
会
で
は
、
10

月
に
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
福
山
市

を
流
れ
る
芦
田
川
上
流
の
八
田
原
ダ
ム
を

管
理
事
務
所
の
職
員
の
方
に
説
明
を
頂
き

見
学
し
ま
し
た
。
ダ
ム
の
役
割
は
発
電
だ

け
で
な
く
、
洪
水
・
渇
水
対
策
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
役
割
と
し

て
浅
口
市
に
は
た
め
池
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
多
く
の
地
域
で
備
え
が
必
要
で
す
。

　

見
学
後
、
世
羅
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
会
食
を

楽
し
ま
れ
、
危
機
管
理
の
情
報
を
共
有
し

親
睦
を
深
め
る
有
意
義
な
研
修
旅
行
で

し
た
。

　

ま
た
、
12
月
に
池
の
平
団
地
サ
ロ
ン
の

３
世
代
交
流
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
お
伺
い
し
、

歌
と
体
操
・
安
心
安
全
な
生
活
の
話
・
脳

ト
レ
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
担
い

手
の
方
々
が
会
場

に
ク
リ
ス
マ
ス
の

飾
り
付
け
を
行
い
、

サ
ン
タ
の
衣
装
で

参
加
さ
れ
て
い
る

お
子
様
も
お
ら
れ
、

と
て
も
明
る
い
雰

囲
気
の
中
、
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
で
団

ら
ん
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
地
の
道
路
は

碁
盤
の
目
状
に

な
っ
て
い
る
の
で

災
害
時
に
は
方
向

感
覚
が
無
く
な
る
事
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
も
し
も
の
時
に
は
毎
月
サ
ロ
ン
に
行

く
事
に
よ
り
、
通
い
な
れ
た
道
で
迅
速
に

行
動
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
互
い
に
支
え
合
う

地
域
力
の
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
サ
ロ
ン
等
の
集
い
の
場
の
活
性
化
を

検
討
中
で
し
た
ら
ご
連
絡
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
お
伺
い
し
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
地
域
の
皆
様
が
無
事
で
い
る

為
の
「
共
助
」
の
取
り
組
み
に
準
備
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
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“まる”ごとSGDs
　　

最
近
よ
く
目
に
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

エ
ス

デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ)

と
い
う
言
葉
。

　

「
な
ん
と
な
く
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

「
分
か
る
よ
う
な
、
分
か
ら
な
い
よ
う
な
」

と
感
じ
て
い
る
多
く
の
み
な
さ
ん
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
何
？
」
「
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
？
」
な
ど
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
こ
と

を
浅
口
市
社
協
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
て
ご
ま

る
」
と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

シ
リ
ー
ズ
第
1
回
目
は
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
な
に
？
」

を
テ
ー
マ
に
お
届
け
し
ま
す
。

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
？

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

の
こ
と
で
、
英
語
の
「Su

stain
ab

le 
D

evelop
m

en
t G

oals

」
の
頭
文
字
を

と
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
」

と
言
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
2
0
1
5
年
に
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
加
盟
国
の
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た

「
2
0
3
0
年
ま
で
に
『
持
続
可
能
』
で
よ

り
よ
い
社
会
を
目
指
す
世
界
全
体
の
目
標
」

の
こ
と
で
、
地
球
上
の
「
誰
一
人
と
し
て
取

り
残
さ
な
い
」
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。

○
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

貧
困
、
紛
争
、
差
別
、
環
境
破
壊
、
気
候

変
動
、
感
染
症
な
ど
、
世
界
に
は
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
問
題
に
世

界
の
み
ん
な
で
2
0
3
0
年
ま
で
に
解
決
し

て
い
こ
う
と
い
う
目
標
で
す
。
国
際
社
会
が

協
力
し
て
取
り
組
む
た
め
に
１
７
の
目
標

（
2
0
3
0
年
の
姿
）
と
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
の
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
具
体
的
な

目
標
）
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
は
、
「
今
の
私

た
ち
が
将
来
世
代
に
ど
ん
な
世
界
を
引
き
継

い
で
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
」
の
視
点
で
、
経
済
成
長
・
社
会
的
包
摂

（
誰
も
排
除
さ
れ
な
い
社
会
）
・
環
境
保
護

の
3
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
開
発
を
目
指

す
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
号
70
号
（
2
0
2
3
年
5
月
1
日
発
行

予
定
）
か
ら
は
、
17
の
目
標
を
１
つ
１
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

〒719-0243 岡山県浅口市鴨方町鴨方808-1

井笠広域会館 鴨方ホール

家  族  葬
１日１組限定

〒719-0105 岡山県浅口市金光町占見147-1

わたる岡山 検索検索

ご葬儀の事前相談受付中ご葬儀の事前相談受付中ご葬儀の事前相談受付中ご葬儀の事前相談受付中

受付時間　毎日10～16時受付時間　毎日10～16時
お好きな時間でお電話くださいお好きな時間でお電話ください  0120-65-1880

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

ごとごと SDGｓSDGｓ
No.1
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BCPの策定に向けて
　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
？

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
「B

usiness C
ontinuity 

Planning

」
の
略
で
、
「
事
業
継
続
計
画
」

と
訳
さ
れ
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
自
然
災
害
等
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
従
業
員
や
設

備
、
情
報
な
ど
の
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え

な
が
ら
、
業
務
を
継
続
し
、
早
期
復
旧
を
図

る
た
め
の
対
策
を
記
し
た
計
画
書
で
す
。

　

近
年
、
災
害
を
も
た
ら
す
豪
雨
や
台
風
、

そ
れ
に
伴
う
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る
被
害
が

全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
の
ま
ん

延
や
大
地
震
の
発
生
な
ど
、
業
務
の
継
続
に

影
響
す
る
緊
急
事
態
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
対
す

る
リ
ス
ク
管
理
の
必
要
性
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
推
進
の

背
景
に
あ
り
ま
す
。

　

内
閣
府
の
「
事
業
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
は
、
「
重
要
な
事
業
を
継
続
で
き
な
い
場

合
に
備
え
、
常
に
必
要
な
対
応
を
求
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
そ
の
対
応
の
是
非
が
そ
の

後
の
事
業
活
動
の
成
否
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
」
と
あ
り
、
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
な

い
事
業
所
は
事
業
の
縮
小
や
中
止
、
廃
業
と

い
っ
た
最
悪
の
事
態
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
平
時
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重
要
性
を

認
識
し
て
対
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
で
、
有

事
の
際
に
も
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
防
災
の
違
い

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
単
な
る
防
災
対
策
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
防
災
は
「
（
自
然
）
災
害
を
未
然
に

防
ぎ
、
災
害
発
生
時
に
は
被
害
の
拡
大
を
防

ぎ
、
復
旧
を
図
る
」
こ
と
で
あ
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

は
災
害
発
生
時
に
「
事
業
を
継
続
」
す
る
た

め
に
必
要
な
具
体
的
な
対
策
を
、
事
前
に
定

め
て
お
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
耐

震
補
強
や
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
の
よ
う

な
防
災
対
策
と
と
も
に
、
災
害
時
で
も
業
務

を
継
続
す
る
た
め
の
手
段
を
準
備
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
を
ど
う
乗
り
切
る
か

　

浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
業
務
は
、
地

域
福
祉
活
動
の
支
援
や
相
談
支
援
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
万
が
一
、
業
務
が
困
難
に
な
る
ほ
ど
の

災
害
が
発
生
し
て
も
、
で
き
る
限
り
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
し
、
利
用
者
の
生

活
を
守
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
い
か
な
る
制

約
の
中
で
も
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
地
域
社
会

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
「
平

時
の
備
え
」
が
欠

か
せ
な
い
と
考

え
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
を

進
め
て
い

ま
す
。

　
　

  

災
害
で
も
福
祉
を
止
め
な
い
た
め
に

　

 
浅
口
市
社
協 

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
策
定
に
向
け
て

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅
等等

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

本
格

  

杵
つ
き
餅

本
格

  

杵
つ
き
餅

本
格

  

杵
つ
き
餅

県道60号線

●

里見川里見川

金光幼稚園金光幼稚園
金光小学校金光小学校

県道60号線県道60号線

金光駅金光駅
友原餅店友原餅店

小さな
工事でも
ご相談
ください

浅口のリフォーム屋さんです
新事務所オープン！ お気軽にお立ち寄りください

〒719-0243
浅口市鴨方町鴨方 1164-4
TEL.0865-44-6090
http://www.onokoubou.com

●リフォーム
●バリアフリー
●水廻り
●内装・外装
●お家の修理・メンテナンス

小野工房
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BCPの策定に向けて

①
災
害
想
定

　

１
０
０
年
に
1
度
の
規
模
と
さ
れ
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
記
載
の
風
水
害
（
台
風
や
豪

雨
な
ど
）
を
想
定
。

【 

浸
水
災
害 

】

 　

社
協
事
務
所
周
辺
の
最
大
浸
水
深

　

 

０
．
５
メ
ー
ト
ル

【 

土
砂
災
害 

】

社
協
事
務
所
の
一
部
は
「
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
」
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
の

対
象

※
本
所
・
支
所
・
施
設
所
在
地
が
安
全
な

エ
リ
ア
か
危
険
な
エ
リ
ア
か
を
地
図
で
明

示
す
る
。

②
対
策

【 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン 

】

・
電
力
：
停
電
し
た
場
合
の
代
替
電
力

（
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
な
ど
）
の
確

保
と
業
務
に
必
要
な
電
気
製
品
の

列
挙

・
ガ
ス
：
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
の
代
替
ガ

ス
設
備
の
確
保

・
水
道
：
介
護
施
設
で
の
飲
料
水
の
備
蓄

・
通
信
：
電
話
回
線
寸
断
の
場
合
の
代
替
通

信
手
段
の
確
保
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
含
む
）

・
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
：

 

平
時
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ

る
デ
ー
タ
の
保
護
な
ど

【 

業
務 

】

・
安
否
確
認
：
職
員
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

　
　

安
否
確
認
方
法
の
確
立
と
、

　
　

利
用
者
宅
を
地
図
に
明
記
し

　
　

て
の
情
報
共
有

・
職
員
参
集
：
警
戒
レ
ベ
ル
ご
と
に
必
要
な

　
　

職
員
数
の
確
認
と
業
務
内
容

　
　

の
列
挙

・
業
務
：
警
戒
レ
ベ
ル
ご
と
の
業
務
実
施
の

判
断

　
　
　
　

（
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
・
休
止
判
断

の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
）

・
避
難
：
避
難
が
必
要
な
場
合
の
持
ち
出
し

物
や
避
難
先
、
車
両
の
避
難
先
の

事
前
確
認

・
発
災
後
：
利
用
者
の
安
否
確
認
の
た
め
の

　

訪
問
や
業
務
再
開
の
優
先
順
位

　

の
整
理　

な
ど

　

こ
れ
ま
で
ま
と
め
て
き
た
計
画
案
に
基
づ

き
、
職
員
や
利
用
者
の
安
否
確
認
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
確
保
や
発
災
後
の
訪
問
な
ど
の
訓

練
を
行
い
、
計
画
が
実
行
性
の
高
い
も
の
か

を
検
証
し
た
上
で
、
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
巨
大
地
震
に
備
え
た

B
C
P
の
策
定
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

  
浅
口
市
社
協
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定
検
討
会 

　

岡
山
県
社
協
の
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
て
、
佛
教
大
学
の
後
藤
至
功
先
生
の
ご
指
導

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
3
回
の
検
討
会
議
、
社
協
内
で
8
回
の
内
部
検
討
会
議
を
開
催

し
計
画
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

浅
口
市
社
協
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
は
、
す
べ
て
の
職
員
が
災
害
に
対
し
て
事
前
に
整
え
る

べ
き
対
策
と
、
発
災
時
に
は
で
き
る
だ
け
混
乱
を
少
な
く
す
る
た
め
の
対
策
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

浅口市鴨方町益坂1384-1
営業時間：10時～19 時
TEL：0865-44-1374
FAX：0865-44-1375

美星牛の
自動販売機
美星牛の
自動販売機
星の郷青空市前（美星）と店舗前（鴨方）で販売中星の郷青空市前（美星）と店舗前（鴨方）で販売中

何が出るかお楽しみ！！何が出るかお楽しみ！！

大当たりあり!

肉ガチャ

ドキドキワクワク

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

玉島信用金庫

かもがた町家郵便局、東の角を曲がってすぐ

E-mail：munesawa-jim24@rainbow.plala.or.jp

各種
不動産登記

〒719‒0243　浅口市鴨方町鴨方191番地
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ほっとネット通信

　「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」についてご存知でしょうか？ 

　ＤＶについて明確な定義はありませんが、内閣府男女共同参画局によれば「配偶者や恋人など

親密な関係にある、又はあった者から振るわれる暴力」と示されています。ＤＶと聞くと配偶者の

女性に対する暴力と思われがちですが、男性や女性は問いません。また、事実婚や元配偶者、交

際相手も含まれ、離婚前に暴力を受け離婚後も引き続き暴力を受ける場合も含まれます。犯罪と

なる行為も含め重大な人権侵害でもあり、その被害者の多くは女性です。

　ＤＶの形態として、身体的暴力・精神的暴力・性的暴力・経済的暴力・社会的暴力の５類型に分

けられます。具体例としては、下記の表をご参照ください。ＤＶ被害による被害者への影響は、ケ

ガなどの身体への影響のみならず、うつ病やPTSD（心的外傷後ストレス障害）などの精神的な影

響も大きくありません。また、暴力を目撃した子どもが受ける心身への影響は、怯えや不登校など

として現れることもあります。

　こういった配偶者やパートナーからのＤＶ被害に悩まれている方の相談先として、緊急時には警

察（☎110番）があります。その他相談窓口として、ＤＶ被害に関するご相談や専門機関の紹介など

は浅口市健康福祉部健康こども福祉課（☎ 0865-44-7114）が設置されています。内閣府が運営

する「ＤＶ相談＋」では、24時間電話やメール、チャットからも相談可能です。決して相談や通報し

たことが外部へ漏れることはありません。ひとりで抱えこまず、誰かに相談することがＤＶ被害か

ら自分の身を守る第一歩です。

あさくち権利擁護推進センターだより

ほっと・ネット通信

「DV被害をひとりで抱え込まないために」

D V の 5 類 型

・殴られたり、蹴られたり、髪をひっぱられる。
・刃物など凶器を体に突き付けられる。 など

・大声で罵られる。
・殴る、物を投げつけるなどのふりをして脅される。 など

・意に反する性行為を強要される。
・避妊に協力しない。 など

・生活費を渡してくれない、使わせない、収入を取り上げられる。 など

・交友関係や電話を細かくチェックしたり、アドレスを無断で削除される。
・外出を制限する。 など

身体的暴力

精神的暴力

性的暴力

経済的暴力

社会的暴力
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こうのとりへのメッセージ

◎こうのとりからの贈り物を利用して◎
たくさん届けて下さったので、しばらくおしり拭きには困りませんでした。
缶ミルクも買おうか悩んでいたので、もらえてすごく助かりました。
♥お子さんへメッセージ♥
　毎日元気いっぱいに大きくなってくれてありがとう♡
パパもママも“みやこ”のことが大好きだよ～。
これからもかわいい笑顔でまわりのみんなを笑顔にしてね !!

　浅口市社会福祉協議会では、浅口市に生まれた赤ちゃんとママ、パパを
お祝いする「Welcome Baby ～こうのとりからの贈りもの～」を応援して
くださるご寄付を募集しています。
　お寄せいただいたご寄付は、以下のことに活用させていただきます。
　　　○ベビー用品の購入費用
　　　○１歳の誕生日にバースデーカードを贈る費用　など
詳しくは、QRコードからチラシをご覧いただくか、浅口市社会福祉協議会までお問い合わせください。

「 こ う の と り か ら の 贈 り も の プ ロ ジ ェ ク ト 」

こうのとりからの
贈り物

プロジェクト

こうのとりからの贈りもの事業を利用された方に、
利用されての感想やお子さんへのメッセージをお寄せいただきまし
たので、ご紹介します。

こうのとりからの贈りもの事業を利用された方に、
利用されての感想やお子さんへのメッセージをお寄せいただきまし
たので、ご紹介します。

◎こうのとりからの贈りものを利用して◎
たくさん使用するオムツとおしり拭きを頂きました。
予定日より早く産まれ、準備が十分にできていなかったため大変助
かりました。
またわざわざ自宅まで届けて下さり、温もりを感じました。
ありがとうございました。
♥お子さんへメッセージ♥
誰にでもいつもニコニコ笑顔を見せてくれて毎日癒されているよ。
お兄ちゃんと仲良く元気いっぱい遊んですくすく大きくなってね。
ちょっとぷくぷくのさくくんが家族みんな大好きです♡

山本  彩功 くん
2023 年２月１日生まれ

さ  く

Welcome Baby
～こうのとりへのメッセージ～

桑野　都 ちゃん
2023 年２月６日生まれ

みやこ
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社協会費・共同募金にご協力いただいた事業所

社
協
会
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・
共
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金
は
、
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会
福
祉
協
議
会
の
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動
を
支
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す
。
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て
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協
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光
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社協会費・共同募金にご協力いただいた事業所

◦
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島
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お達者さん

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

一年の労をねぎらい、新たな気持ちを語り合う…

美味しい料理で楽しいひとときをお楽しみください。

良寛会席￥6,000（税込）

￥4,000
（
税
込
）

玉島御膳

宴会宿泊パック
お一人様￥5,500平日

（
税
込
）

お一人様￥5,500

特 

典
◆会場室料無料
◆送迎バス無料 要予約
　（10名様以上）

この他ご予算に応じたプランや、記念撮影・花束等も承っております、お気軽にご相談ください。仕入れ状況等により料理内容を変更させていただく場合がございます。

※土曜、休前日は￥1,100（税込）アップ
※2022/12/30～2023/1/3は除く

写真は良寛会席の例

平日

宴会のあとそのままご宿泊

（
税
込
）

朝食付

忘新年会プラン
飲み放題（2時間）お一人様

（
税
込
）

￥1,800

TEL.086-522-5291
FAX.086-522-8048
〒713-8123倉敷市玉島柏島478
h t t p : // r y o k a n s o . j p

ご予約・お問い合せは

瀬戸内の恵まれた自然が育む安らぎの宿

瓶ビール/日本酒 /ウーロン茶 /ジュース / 焼酎他

★10名様毎に
　ボトルワイン1本サービス！
★当日から利用できる
　入浴券をプレゼント！

良寛会席をご予約の場合

大阪と寄島で育つ
　昭和９年、父が大阪府庁に勤めていたので大阪
の布施市で４男坊として生まれました。生まれた時
は未熟児だったので父の里である寄島に連れて帰ら
れ、祖父に可愛がられ、元気に育ちました。５歳の
頃、祖父が亡くなった時は声を掛けられるまで祖父
の墓穴（当時は土葬だった）をじっと見つめていた
と叔母から聞きました。おじいちゃん子だったので
す。それから元気になり大阪に帰ったのですが、小３
の頃、空襲があり立ち退きになって寄島に一人疎開
してきました。続いて終戦間際に母と妹弟も帰って
きて、小５の時に終戦を迎えました。戦後、義務教
育が出来て新生寄島中学校に通いました。高校は鴨
方高校に通ったのですが、高校１年の時に大阪の家
が落ち着いたので大阪に戻ることになりました。
　大阪に戻ってからは、食糧事情もありすぐに就職
することにしました。たくさんの仕事をしてきました
が、30歳の頃に見合いをし、妻も寄島の出で、いつ
か寄島に帰ろうと思っていたところ、35歳の時、川
崎製鉄（今のJFE）の工場が水島に建つという広告を
見て応募し、入社しました。

学校や地域に貢献
　寄島に帰ってからは、故郷寄島のために何か貢献し

ようと当時、娘も通っていたので寄島東小学校のPTA
会長を務めました。その経験を買われ寄島中学校の
PTA会長から中学校のPTAに呼ばれました。当時の
寄島中学校は体育館の窓が割られていたり、中廊下
も歩けないほど荒れていましたが、就任して３年経つ
頃には中学校もようやく落ち着きました。それからは
青少年健全育成会の会長などたくさん務めました。
会社で働きながらで大変でしたが、会社が活動に理
解があり応援してくれたので助かりました。

趣味のカラオケで元気に
　平成31年３月に妻を亡くし、消沈していたところ、
カラオケ屋のママさんから「一人になると碌なことを
考えないから出ておいで」と誘われました。妻が亡く
なってからは家のことは全部自分でやるようになり
ました。たまには、料理を作ってカラオケ仲間に振る
舞うこともあります。週に３日ぐらいはカラオケを歌
いに行っています。カラオケは歌詞を覚えるのにも
頭を使うし、認知症予防にもなると思うし誤嚥の予
防になるとも思います。他にもグラウンドゴルフや年
に１回の旅行も楽しみにしています。
　「みんなに喜ばれることをしたい」をモットーに
みんなと和気あいあいに出来ることが一番楽しくて
元気でいられると思います。

お達者さんお達者さんお達者さん

いんたびゅう

道広幸四郎さん（89歳）
寄島町（東安倉）
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訂
正
と
お
詫
び

　

令
和
5
年
11
月
1
日
発
行
の
本
誌
第
68

号
の
「
ク
イ
ズ 

探
し
て
並
べ
て
」
で
、
選

ぶ
文
字
を
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
本
来
「
せ
い
こ
う
と
う
て
い
（
西

高
東
低
）
」
と
し
て
い
た
答
え
を
選
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
作
成
に
は
十
分
に
注
意
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
令
和
5
年
12
月
31
日
ま
で
）

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
福
祉
事
業
に
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

金
光
町

○
難
波　

多
美
子
さ
ん
（
占
見
）
よ
り

　

亡
夫　

順
治
さ
ん
の
香
典
返
し

○
友
田　

貴
雄
さ
ん
（
佐
方
）
よ
り

　

亡
母　

敬
子
さ
ん
の
香
典
返
し

鴨
方
町

○
池
宗　

正
勝
さ
ん
（
六
条
院
東
）
よ
り

　

亡
妻　

節
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
吉
川　

龍
眞
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
祖
父　

正
明
さ
ん
の
香
典
返
し

○
遠
藤　

大
治
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
父　

昭
二
さ
ん
の
香
典
返
し

○
小
林　

真
治
さ
ん
（
本
庄
）
よ
り

　

亡
母　

冨
美
さ
ん
の
香
典
返
し

一
般
寄
付

○
長
倉　

節
子
さ
ん
よ
り

　

篤
志
寄
付

○
長
倉　

節
二
さ
ん
よ
り

　

篤
志
寄
付

○
鴨
方
東
少
年
団
よ
り

　

秋
祭
り
の
巡
行
御
礼

○
鴨
方
東
子
供
会
よ
り

　

秋
祭
り
の
巡
行
御
礼

○
中
山
峠
子
供
会
よ
り

　

秋
祭
り
の
巡
行
御
礼

篤
志
御
礼

篤
志
御
礼

毎
号
楽
し
く
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

他
地
域
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
す
。

�

（
金
光
町
　
奥
田
さ
ん
）

老
若
男
女
、
幅
広
く
取
り
上
げ
て
い

て
、
浅
口
の
社
協
の
取
り
組
み
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。

（
鴨
方
町
　
垣
内
さ
ん
）

今
号
の
紙
面
に
□
で
文
字
を
か
こ
ん
だ
箇

所
が
９
か
所
あ
り
ま
す
。こ
の
９
文
字
を
な

ら
べ
か
え
て
言
葉
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

◆
ヒ
ン
ト

　地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
を
み
ん
な

が
で
き
る
こ
と
で
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

◆
締
め
切
り

　３
月
31
日
㈰
消
印
有
効

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、答
え
と
「
福
祉

あ
さ
く
ち
」の
感
想
を
必
ず
お
書
き
の
上
、

　
〒
７
１
９
０ー
２
４
３

　
鴨
方
町
鴨
方
73
番
地

　
浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。

応
募
方
法 探

し
て
並
べ
て

正解者の中
から

抽選で20名
に

記念品贈呈
。

○
鴨
西
子
供
会
よ
り

　

秋
祭
り
の
巡
行
御
礼

○
鴨
方
町
文
化
協
会
よ
り

　

浅
口
市
総
合
文
化
祭
バ
ザ
ー
収
益
金

○
浅
口
市
婦
人
協
議
会
よ
り

　

浅
口
市
総
合
文
化
祭
バ
ザ
ー
収
益
金

○
Ｊ
Ｆ
Ｅ
倉
敷
Ｏ
Ｂ
浅
口
Ｇ
Ｇ
同
好
会
よ
り

　

篤
志
寄
付

○
浅
口
市
文
化
連
盟
三
曲
会
よ
り

　

演
奏
会
で
の
募
金

こ
う
の
と
り
か
ら
の
贈
り
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
栗
山　

博
明
さ
ん

ク
イ
ズ
の
答
え
と
と
も
に

「
福
祉
あ
さ
く
ち
」
の

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
車

い
す
貸
出
事
業
「
車
い
す
バ
ン
ク
」
は
、

こ
れ
ま
で
年
齢
や
条
件
を
問
わ
ず
短
期

か
ら
長
期
ま
で
利
用
さ
れ
る
方
の
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
参
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
車
い
す
の
管
理

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
保
管
場
所
の
確
保
な

ど
安
全
に
確
実
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
が
難
し
い
問
題
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
よ
り
安
全
に
、
広
く
車
い

す
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
令
和

6
年
4
月
よ
り
車
い
す
の
貸
出
基
準
を

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
貸
出
期
間　
　
原
則
1
ヶ
月
以
内

②
利
用
料　
　
　
1
ヶ
月　
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　

��（
1
週
間
以
内
は
無
料
）

③
利
用
対
象
者　
制
限
な
し

※
外
出
や
送
迎
、
一
時
的
な
ケ
ガ
、
他

の
制
度
で
利
用
で
き
な
い
場
合
な
ど

※
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
は
経

過
措
置
を
設
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
お
問
合
せ
・
ご
相
談
）

浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会

電
話 

４
４

－

７
７
４
４

車
い
す
貸
出
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
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社
協
だ
よ
り
福
祉
あ
さ
く
ち

指文字とは、日本語の五十音を手や指の形で表すものです。手話
は、話し言葉や書き言葉よりも単語の数が少ないため、手話にない
単語は、指文字を使って一字ずつ使って表現することがあります。

あ い

う え

アルファベット「a」の形 アルファベット「i」の形

アルファベット「e」の形アルファベット「u」の形 アルファベット「o」の形

お

浅口手話サークル「青い鳥」 掛谷富子さん

立てた左手２指の上に
右手３指で「く」形を書く
（【災】の字）

左手の立てた親指の背を
右手掌で前に押し出すように
２回たたき

立てた左手親指の甲側を
右手掌で手前へ
２回たたく

災 

害

協
力
・
助
け
合
う

 浅口手話サークル
「青い鳥」

 　　秋岡晃江さん

あ い

う え お

⑳

特別編

 指文字① 


